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後光燈回路の二種の発阪現象について
中 川 孝 之 ・ 岡 田 条
On Osci11ation in the D.c. C urcuits of the 
FhlOrescence Lamp. 
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When we have studied oil t he n:ethods to lighten the fluorescence lamp， we observed 
tw o kinds of the Osci1lation in the D. C. Curcuit of it. Then we want to investigate the 
cause of the phenomenon. By the experiments， we have fotlnd ihai the former phenomenon 
occured w hen the c urrent was in large scale， the laiter phenomenon occured when the 
current wa s in small scale. 
1. 緒 言
蛍光燈 の 直流 に よ る点燈j去を研究 し て い る際， 2 種間の発慌が こ の[Þ-I路に生ず る王誌を観察 した。
筆者等は こ の 現象の生ず る 機構がどん な も の で あ る かを知 る た め ， こ れに関係の あ る二三の笑験を
行い， こ の発振機構に考察を加えた。
2. 実験装置及覧浪tl
点燈 ま で の過程を 観祭 す る と ， 先 ずス イッチ を閉じ る とグロ ース
イッチ が点燈 し， 次 で蛍光燈 のヒ ター ー が点燈 す る 。 グ ロ ース イッ
チ が外気 の 冷却に よ っ てグ ロ ース イッチに よ っ て閉じら れた回路 が
r 聞 かれ る 時， 蛍光燈 両端に 電源 の 数倍 の 高電圧 が瞬 間的に印 加 さ れ
蛍光燈 が点燈す る 。 こ の 際チヨ ー ク 両端には 低周波 の電圧 が， 直 流
電圧に重畳 さ れて い る こ と が ブ ラウ ン管オシログラフに よ り 見ら れ
るO 更に こ の状態 から負荷抵抗Rを増 加すれば ， こ の重畳 さ れた発
振電圧 ， 発振周波数 が変化 し， 或 る 負荷抵抗 に達 す ると ， こ の発振波形 が定常 的で な く な っ た り，
振巾 が増大 し た り ， 叉発振 が停止.した り す る 。 更 に抵抗値 を増大 す ると次第に電流 が減少す る が ，
発振 の振巾 が増大 す ると 共 に， 前と 全 く 異な った発振状態 を 生ず る 事が発振 周波 数及波形 から 観測
さ れた。
筆者等は こ の過程の存在 理由 を 明ら か にす る た め ， 次 の 実験及考察を行った。
先 ず蛍光障 の特性 を知 る た め ， 管電圧 と 放電電流 を測定す る と 図 -2 が得ら れ る 。 こ こ で附言 し
た し 、 こと は測定 に あ た り 回路の発振 を 止め る た めチヨ ー ク コ イル の 両端 を短絡 した事 と s 蛍光燈 に
並 列 のコンデンサ ー の静電容量 は殆 ん ど こ の関係 に 関与 し ない ことで あ る 。
蛍光燈の直流に上 る点燈回路定 図 1 の よ う であ る。 即ち抵抗R， 鉄芯入 り チヨークコイルL
と， 蛍光燈に並列にグ ロ ース イッチ ， コンデンサー C， 抵抗〆 を
接続 した回路 を3 直流 100V 電源に直列にス イッチ を通じて接続す
る 。
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次 に図 -2 に お け る Curve の AB領域 では抵抗の減少 と 共 に周波数 は増加 し ， BC領域で は抵
抗の増加 と 共 に周波数 も 増加す る と いう， 両者全 く 反対 の性質の あ る こ とが分った 。
筆者等 は以との結果から次の考察を行った。
3 考 察
先 ず直流点燈 の 機構 は 実 験観測 から2種類の過渡現象 回路 に分類 され る 。 そ の一つはグ ロ ー スイ
ッチ を点燈 さ せ る 回路 で あ り ， 他の一つ は蛍光燈 を を点燈 さ せ る回路 で ， これ を図示す る と 図-4
(a) ， く b) の様 で あ る 。 即 ち図 中の コ ンデγサ ーC は蛍光
燈， グ ロ ー ス イ ッチ の静 電容量及外部蓄 電器の静 電容量を
あらわし
抵抗R は外部抵抗 ， チヨー ク コ イル の 抵抗 を あらわし
猛抗r を蛍光燈 の内部抵抗 及並列担抗r' を あらわす と 考
え る 。 尚 (b) 図 に於け るC及T は並列 に入っている スイ
ッ チS' はグロー スイッ チが切れ る 場合 に対応す る と 考 え
られる 。
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図:_4 に於て流れ る 全電流 をt， 等価蓄 電器 ， 等価抵抗を流れ る 電流 をむ， ら と すれば ， 計算 に
よ り (a ) ， (b) の場合のらむ， ら が 求 ま るが ， (a ) の場合 の計算結果は この場合 必要で ないの
で省略 し ， (b) の場合 につい て そ の 結果を初期条件
t=o の と き
t=閣の と き
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を考慮 し てら， ら は 次の様に なる 。
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で あ る。 従って チ ヨ ー ク コ イル の 両端 に生ず る 電圧 は
fL=L jL=ELrat下/丙� ßcos伊t+ψ〉
と な り ， 振動が お こ な われ る と き は α=0 を満足す る様な場合 で あ る。 従っ て蛍光燈 の管内抵抗が
鮒抵抗を有す る と すれば， a=Oと す る 事問ílEl で あ り J の様 な 条件 のも と では発振周波数;
な る 発振がお こ る O な お こ の時ß， p， q の値 は次式 の 如 く な る。
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今管内抵抗と負荷抵抗がα=ß な る様 な場合 は， 負荷 曲線 は図-2 のAB Curve と交叉す る。 こ
の 交叉点 を 中心 と してダイナ ト ロ ン発振を お こ し て い る と 考 えられ る。 次 に B 点 附近でCurve と
負荷 曲線 とが接す る様 に負荷抵抗が加わ る と 振巾が大 と な る。 一方B点附近で、発振が起っ た り ， 止
っ た り す る 不安定性 は， 図 2 の 曲線 と負荷 曲 線が直 交 し た り ， し な かっ た り する 事 に よ る と 考 え
られ るo 更 にBO領域 に入 る と弛張振動が行な われ， 周波数 は図-3から明らかな様 に抵抗 に逆 比
例す る。 こ の事から逆 に理論値 を計算 した も の と 比較すれば両者 の 相違 は か な り ， 大 で あ る こ とが
分ったが， かか る事 はダイナ ト ロ ン 発振及 び弛張振動 に良 く あ る事 と し て知られ て い る。
4 . 結 論
以上 の結果から蓄電器に並列 に入っ て い る高抵抗 は ， 点燈時の蛍光燈の内部抵抗値 に比べ余 り に
高すぎ る。 点燈時の管内部抵抗 は数拾オーム程度 であ るの で， 蓄 電 器 に並列 に 入 っ た高抵抗は不要
と思われる。 この蓄 電器 はグ ロ ースイッチの点燈 に 重要 な 関係があ って大容量の ものを用い ると点
燈 し難いの で ， 小容 量の も の にす る 必要があ る 。
筆者等は この様に直流 に よ る蛍光燈の点燈機構を明 ら か にす る と 共 に，
検討 を加えた。
こ の際 生ず る 発振現象 に
終 り に 始終御教示 を戴い た森， 井上両先 生に 厚 く 感謝いた し ます。
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